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12月定例会

令和5 年12月定例会は11月27日から12月15日までの19日間の会期で開
催しました。

本定例会では市長から提案された議案23件を審議しました。議案については、
いずれも原案のとおり可決・同意したほか、議会から提案した意見書１件を可決し
ました。（採決の結果は4ページに記載）

上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。その内容は
次のとおりです。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
平
成
30
年
以
来
と
な
る
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
志
賀
郷
や
物
部
地
区
を
中
心
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
復
旧
に
際
し
て
は
、
関
係
機
関
及
び
多

く
の
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
よ
り
進
行
す
る
物
価
高
や
円
安
に
よ
り
、
市
民
生
活
や
地

域
経
済
へ
の
影
響
が
継
続
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
年
間
翻
弄
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、
感
染
症
法
上
の
分
類
が
５

類
と
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
の
活
動
な
ど
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
物
価
高
騰
対
策
や
災

害
対
応
で
は
、
一
日
も
早
く
支
援
が
届
く
よ
う
議
論
は
深
め
つ
つ
も
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
12
月
議
会
ま
で
に
可
決
・
承
認

し
た
物
価
高
騰
対
策
関
係
予
算
は
約
７
億
１
，
５
０
０
万
円
、
台
風
第
７
号

に
伴
う
災
害
対
策
関
係
予
算
は
約
13
億
８
，
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
安
全
安
心
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
、
物
価
高
や
災
害
対
応
は
も
と
よ
り
様
々
な
課
題
に
対
し
議
論
を
深
め
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み

で
は
、
日
曜
議
会
の
見
直
し
や
市
民
と
議
会
の
つ
ど
い
の
改
革
、
市
長
へ
の

政
策
提
言
や
議
員
定
数
に
関
わ
る
議
論
な
ど
、
議
員
一
丸
と
な
り
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
議
会
活
性
化
の
取
組
を
進
め
、
責
任
あ
る

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
思
い
を
提
案
に
変
え
、
市
政
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
の
年
で
あ
り
、
暖
か
い
日
差
し
が
あ
ま

ね
く
成
長
を
助
け
る
年
と
の
こ
と
で
す
。
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

総務教育建設委員会 市道２路線を認定

●生活保護を受けている外国人の医療機関での診
察の手続きが軽減
全世代対応型の社会保障制度を構築するための

健康保険法等の一部を改正する法律による生活保
護法の一部改正に伴い、生活に困窮する外国人に対
する生活保護の措置に関する事務を独自利用事務
として位置付けるとともに、番号利用法の一部改正
に伴い、マイナンバーの利用及び情報連携に係る規
定の見直しが行われたため、所要の改正を行うもの
です。
質疑の中で、「従来とどう変わるのか、市民に負

担はかからないのか」との質問があり、「生活保護
を受けている外国人は、改正によりマイナンバー
カードを持っている場合は、福祉事務所へ行かずに
直接医療機関で受診が可能となり、利便性が向上
する」との答弁がありました。また、「マイナンバー
カードを持っていない場合は」との質問があり、「従
来どおり福祉事務所で手続きした後、医療機関へ行
く」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。

●市道２路線を認定
南在家３号線、延長約63メートルと井倉日渡り

線、延長約91メートルで、どちらも開発により建
設された道路を認定するものです。
特に質疑、意見もなく、採決の結果、全員賛成で

可決となりました。
その他、４議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。

議　長
種 清 喜 之

副議長
松 本 幸 子

市道認定の現地調査 (井倉日渡り線 )
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産業厚生環境委員会 あやべ球場のスコアボードがLED化に

●あやべ球場スコアボード改修事業業務委託契約
を締結

　　老朽化しているスコアボードを改修するために
実施するあやべ球場スコアボード改修事業につい
て、パナソニックＥＷエンジニアリング株式会社
近畿支店を相手方として、契約金額２億295万円
で業務委託契約が締結されます。

　　質疑の中で、「現在の表示方法からどのように変
わるのか。また、現在の建屋を再利用するのか。操
作場所は」との質問があり、「現在の磁気反転式の
生産は終了しており、最近は故障回数も増え、修理
のための予備部品も枯渇状況となっているため実
施するものである。工事の概要としては、現在の建
屋を活用し、ＬＥＤ画面をはめ込み、雨漏り対策も
行う予定である。操作については、バックネット裏
にある放送記録室で行い、多機能と使いやすさを
コンセプトに製作されたソフトを採用し、利用者
に優しい仕様となっている」との答弁がありまし
た。また、「新たにスピードガンが設置されること
になるが、設置場所や使用料はどう考えているか。
他の箇所の改修予定は」との質問があり、「スピー
ドガンはバックネット後方に設置し、スコアボー
ドの使用料に含む予定である。他の箇所の改修予
定としては、業者提案も含め、バックスクリーンの
塗装、音響設備の更新等を計画している」との答弁
がありました。

　　特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と
なりました。

●奥上林研修センターの譲渡先が決定
旧奥上林小学校・奥上林幼稚園の施設を平成17

年度から各種研修や文化活動、都市との交流の場等
として活用してきた奥上林研修センターに係る土
地及び建物について、公募型プロポーザル方式によ
る提案を受け、舞鶴市の志摩機械株式会社に753
万600円で譲渡するものです。
質疑の中で、「既存建物の維持について、地元の

皆さんの建物への思い入れもあるように聞いてい
るが、今後どのように考えているのか」との質問が
あり、「市内でも現存する数少ない木造校舎であり、
今後、法令等を遵守した中で補強工事等の改修が行
われることになるが、極力木造を残した形での改修
を検討されている」との答弁がありました。また、
「今後の利用計画は」との質問があり、「旧小学校で
は地域の総合案内のほかテナントや地域住民・アー
ティスト等のレンタルスペースなどに利用される
計画であり、旧幼稚園ではシェアキッチンや子ども
向けスペース等に、体育館はスポーツ交流やドロー
ンの講習、ボルダリングスペース等に、グラウンド
は自然体験活動や子ども向けのミニスキー場など
としての利用が計画されている」との答弁がありま
した。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。
その他、４議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。

予算決算委員会
物価高騰の影響を受ける低所得世帯及び
事業所等を支援するための予算を追加

●令和５年度一般会計補正予算
交通空白地有償運送事業を支援するほか、９月

に発生した豪雨により被災した公共土木施設の復
旧を行うための経費。また、物価高騰の負担感が
大きい低所得世帯や、物価高騰の影響を受ける事
業所等を支援するための経費など総額４億 9,200
万円の追加予算を計上するものです。
意見として、事務処理等、年末年始で大変な時

期だが、今日の物価高騰に対し重点支援給付金を 1
日でも早く支給されたい。とありました。
＜主な事業＞
・交通空白地有償運送事業費補助金

・現年発生公共土木施設災害復旧事業費
・価格高騰重点支援給付金支給事業費
・社会福祉施設等電気代高騰対策応援事業費
・医療機関エネルギー価格高騰対策事業費
・農業者省エネ機器転換支援事業費
・畜産事業者省エネ機器転換等支援事業費
その他、特別会計５件と公営企業会計３件を審

査しました。
採決の結果、10議案とも全員賛成で可決となり

ました。

スコアボードイメージ図
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可決した意見書
●イスラエル・ハマス間の武力衝突の即時人道的停戦への外交努力を日本政府に求める意見書
　可決した意見書は関係機関へ送付しました。内容は11ページに記載。

同意した人事案件

●公平委員会委員の選任　梅　田　貴美子　さん（梅迫町）＝再
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市政を問う
一 般 質 問

　12月５日から７日までの３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

Ｑ　

山
崎
市
長
４

期
目
の
２
年
間
、

し
っ
か
り
と
課
題

を
把
握
し
、
目
標

を
定
め
、
将
来
へ

の
種
ま
き
に
心
が

け
、
予
算
措
置
を

さ
れ
て
事
業
を
進

め
て
こ
ら
れ
た
。
あ
や
テ
ラ
ス
の
完
成
を
は
じ

め
、
市
民
の
活
動
拠
点
と
な
る
新
市
民
セ
ン

タ
ー
や
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
種
施

設
も
計
画
的
に
整
備
。
ま
た
、
市
民
の
自
主
的

な
活
動
へ
の
積
極
的
な
支
援
の
た
め
の
各
種
奨

励
補
助
金
も
充
実
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
令
和

６
年
度
の
政
策
的
経
費
の
予
算
編
成
方
針
は
。

Ａ　

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、

事
業
の
最
適
運
営
と
財
政
規
律
の
確
保
を
図
り

つ
つ
、
第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
へ
の
対
応

の
た
め
、
引
き
続
き
「
医
・
食
・
住
・
教
育
・

情
報
発
信
」
を
基
本
に
更
な
る
施
策
に
取
り
組

む
。
具
体
的
に
は
、
西
部
地
域
の
振
興
と
消
防
・

救
急
対
応
の
拠
点
施
設
整
備
。
ま
た
旧
綾
部
幼

稚
園
を
改
修
し
、
こ
ど
も
発
達
支
援
拠
点
施
設

の
整
備
。
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
都
市
公
園

整
備
。
あ
や
べ
温
泉
周
辺
で
の
道
の
駅
構
想
の

推
進
。
旧
図
書
館
を
活
用
し
市
民
団
体
の
活
動

拠
点
の
整
備
。
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け

た
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
子
ど
も
政
策
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
・
府
と
の
更
な
る
連
携
に
よ
り
限
ら
れ

た
財
源
や
人
材
を
有
効
活
用
し
、
事
業
の
選
択

と
集
中
に
よ
る
予
算
編
成
を
行
う
。

民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき 令和６年度の当初予算編成方針は

Ｑ　

綾
部
市
の

花
火
大
会
は
立
地

的
に
も
観
光
Ｐ
Ｒ

の
好
機
だ
と
考
え

る
。
亀
岡
保
津
川

花
火
で
は
有
料
席

（
２
万
５
，
０
０
０

席
）
や
駐
車
場
有

料
化
で
の
収
益
化
で
１
万
発
を
打
ち
上
げ
て
い

る
。
今
年
の
花
火
大
会
は
多
く
の
観
覧
客
で
盛

り
上
が
っ
た
が
、
来
場
者
数
、
打
上
げ
数
な
ど

現
在
の
花
火
の
状
況
は
。

　
　

ま
た
、
会
場
周
辺
の
道
路
の
渋
滞
な
ど
も
見

ら
れ
た
が
、
会
場
周
辺
に
有
料
駐
車
場
や
有
料

観
覧
席
を
設
け
る
こ
と
で
渋
滞
や
混
雑
の
緩
和

を
図
る
と
と
も
に
、
有
料
観
覧
席
等
を
段
階
的

に
増
や
し
、
そ
の
収
益
で
大
会
の
継
続
、
発
展

を
図
れ
な
い
か
。

Ａ　

あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り
は
商
工
会
議
所
と

綾
部
市
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
前
に
近
い
形
で
開
催
し
４
，
０
０
０
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
た
。
来
場
者
は
令
和
元
年

３
万
１
千
人
、
昨
年
は
３
万
５
千
人
、
今
年
は

４
万
人
と
増
加
し
て
い
る
。
水
無
月
ま
つ
り
は

企
業
か
ら
の
花
火
ス
ポ
ン
サ
ー
料
や
協
賛
金
、

市
民
か
ら
の
寄
附
等
で
資
金
調
達
し
て
い
る
が
、

観
覧
客
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
警
備
を

強
化
す
る
な
ど
経
費
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ
い
て
検
討

も
必
要
だ
が
、
無
断
駐
車
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
有
料
観
覧

席
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
整
備
さ
れ
る
新

都
市
公
園
の
活
用
も
含
め
検
討
を
行
う
。

民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

水無月花火大会拡大で活性化を
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Ｑ　

今
年
も
、
綾

部
市
で
は
戦
没
者

追
悼
式
が
開
催
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
間
は
人
数
制
限

を
設
け
開
催
さ
れ

て
い
た
が
、
本
年

度
は
制
限
を
設
け

ず
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
没
者
遺

族
の
高
齢
化
に
よ
り
参
加
者
の
減
少
が
著
し
い

状
況
で
あ
り
、
今
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
戦
没

者
遺
族
を
対
象
と
し
た
形
式
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
市
民
を
含
め
た
市
民
に

よ
る
合
同
の
平
和
を
願
う
追
悼
式
に
変
更
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
学
校
で
の
平
和
に
関
す
る

学
習
や
児
童
生
徒
の
追
悼
式
へ
の
参
加
は
で
き

な
い
か
。

Ａ　

市
民
参
加
に
対
し
て
は
、
追
悼
式
と
い
う
の

は
戦
没
者
へ
の
追
悼
の
意
を
表
す
場
と
と
も

に
、
平
和
を
希
求
す
る
場
で
も
あ
り
、
今
後
は

遺
族
の
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多

く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
追
悼
式
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

学
校
で
は
社
会
科
や
国
語
科
な
ど
で
平
和
学

習
を
行
っ
て
い
る
。
地
球
市
民
の
集
い
や
綾
部

市
民
平
和
祈
願
の
集
い
な
ど
に
も
多
く
の
小
・

中
学
生
が
参
加
を
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
追

悼
式
へ
の
参
列
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い

が
、
追
悼
式
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
戦
没
者
遺
族

の
追
悼
の
言
葉
を
平
和
教
育
の
学
習
の
資
料
と

し
て
学
校
に
提
供
し
て
い
る
。

創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう 綾部市戦没者追悼式を問う

Ｑ　

有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は

人
体
に
悪
影
響
の

た
め
、
製
造
・
販

売
が
禁
止
に
な
っ

て
い
る
。
天
野
川

と
合
流
す
る
犀
川

の
水
質
検
査
が
国
の
暫
定
基
準
を
上
回
っ
た
数

値
と
な
り
、
こ
の
流
域
の
農
産
物
や
土
壌
の
調

査
に
よ
っ
て
実
態
を
解
明
し
、
住
民
に
正
確
な

情
報
の
提
供
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

国
や
府
に
対
し
て
早
期
に
土
壌
調
査
や
農
畜

産
物
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
方
法

や
科
学
的
な
知
見
を
示
す
よ
う
求
め
て
き
た
。
農

林
水
産
省
で
は
、
農
地
土
壌
等
を
通
じ
た
農
作
物

へ
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
移
行
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
度
か
ら
５
年
間
、
試
験
研
究
を
開
始
さ

れ
る
。

Ｑ　

今
夏
の
猛
暑
・
干
ば
つ
に
よ
っ
て
、
本
市
に

お
い
て
も
農
畜
産
物
の
生
産
が
質
量
と
も
低
下

し
た
。
ま
た
、
資
材
等
の
物
価
高
が
続
き
、
経

営
に
直
撃
し
営
農
継
続
の
支
援
が
必
要
で
は
。

Ａ　

収
入
減
少
に
対
し
て
は
、
農
業
経
営
収
入
保

険
の
掛
け
金
に
補
助
し
て
お
り
、
異
常
気
象
の

対
策
支
援
は
、
農
業
者
の
実
状
に
応
じ
て
様
々

な
補
助
事
業
に
よ
り
支
援
を
行
い
、
肥
料
高
騰

に
つ
い
て
は
、
化
学
肥
料
低
減
定
着
対
策
支
援

策
を
講
じ
支
援
し
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
給
食
の
地
元
産
農
産
物
供
給
の
「
あ
じ

わ
い
ラ
ン
チ
」
の
今
後
の
取
組
は
。

Ａ　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
食
と
農
へ
の
理
解

促
進
の
「
あ
じ
わ
い
ラ
ン
チ
」
は
継
続
す
る
。

日本共産党　　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

有機フッ素化合物の土壌等の調査を

ツキノワグマ被害防止対策を問う

Ｑ　

全
国
的
に
ク

マ
の
目
撃
や
被
害

が
多
い
。
本
市
の

含
ま
れ
る
丹
波
個

体
群
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
推
定
生
息

数
は
、
平
成
28
年

度
で
約
２
５
０
頭
、

令
和
２
年
度
で
は
約
６
５
０
頭
と
お
よ
そ
３
倍
に

増
加
。
近
年
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
状
況
、
痕

跡
状
況
、
被
害
状
況
、
捕
獲
実
績
数
は
。

Ａ　

目
撃
情
報
は
令
和
４
年
度
が
53
件
、
本
年
度

は
11
月
末
現
在
で
48
件
。
痕
跡
情
報
は
令
和

４
年
度
が
26
件
、
今
年
度
は
11
月
末
現
在
で
39

件
。
目
撃
及
び
痕
跡
情
報
と
も
に
近
年
は
横
ば

い
。
令
和
２
年
11
月
に
人
身
被
害
が
発
生
し
て

以
降
、
人
身
被
害
は
な
い
。
第
二
種
特
定
鳥
獣

管
理
計
画
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
令
和
５
年
度
事
業

実
施
計
画
で
、
丹
波
個
体
群
の
捕
殺
上
限
数
が

１
２
７
頭
と
定
め
ら
れ
、
個
体
数
を
管
理
。
捕

獲
数
は
、
令
和
４
年
度
が
14
頭
、
本
年
度
は
11

月
末
現
在
で
７
頭
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
、
痕
跡
情
報
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
や
出
没
対
策
、
市
民
が
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
は
。

Ａ　

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
、
あ
や
べ
ー
る
の
活
用
や
、
自
治
会
を
通
じ

て
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
市
民
へ
周

知
。
通
学
路
が
近
い
場
合
は
、
職
員
が
通
学
時

間
に
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
。
ク
マ
対
策
果
樹
等

伐
採
事
業
や
、
自
治
会
連
合
会
へ
の
説
明
会
で

注
意
喚
起
、
自
治
会
の
要
望
に
よ
り
捕
獲
檻
の

設
置
も
し
て
い
る
。

創政会　　後
ご

　藤
とう

　　　光
ひかる

一般質問
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一般質問

Ｑ　

死
亡
届
提
出

後
、
遺
族
は
多
く

の
手
続
き
を
す
る

た
め
に
関
係
課
を

回
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
悲
し
み

を
抱
え
て
来
庁
さ

れ
る
市
民
の
精
神

的
負
担
、
高
齢
者
で
あ
れ
ば
体
力
的
負
担
と
な

る
。
多
く
の
手
続
き
が
一
か
所
で
で
き
る
「
お
悔

や
み
コ
ー
ナ
ー
」
設
置
の
実
現
を
。

Ａ　

庁
内
で
の
情
報
共
有
の
推
進
や
国
の
動
向
、

最
新
シ
ス
テ
ム
の
情
報
収
集
、
他
市
の
事
例
の

研
究
等
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
場
所
の
確
保

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
財
源
等
の
検
討
、
担
当

職
員
の
人
員
配
置
や
全
て
の
手
続
き
に
精
通
す

る
職
員
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
が
多
い
。
本
市
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

綾
部
国
際
交
流
協
会
は
、
平
成
11
年
10
月
に

設
立
さ
れ
24
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
市
か

ら
の
委
託
で
在
住
外
国
人
の
日
本
語
指
導
や
、

相
談
対
応
も
さ
れ
て
い
る
。
近
年
会
員
数
も
20

人
程
で
高
齢
化
し
て
き
て
お
り
、
市
の
仕
事
と

捉
え
も
っ
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
て

い
る
。
舞
鶴
市
や
京
丹
後
市
の
よ
う
に
、
市
に

専
門
の
担
当
課
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

本
市
で
も
近
年
、
在
住
外
国
人
が
増
加
し
、

ま
す
ま
す
協
会
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
。
多
文
化
共
生
の
面
か
ら
も
市
と
協
会
、
市

民
が
一
体
と
な
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
も
協
会

と
意
見
交
換
し
連
携
を
取
り
検
討
を
進
め
る
。

創政会　　松
まつ

　本
もと

　幸
さち

　子
こ 「お悔やみコーナー」設置の考えは

Ｑ　

令
和
５
年
４

月
か
ら
相
続
土
地

の
国
庫
帰
属
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。

相
続
に
よ
り
取
得

し
た
土
地
を
放
棄

し
て
、
山
林
が
帰

属
さ
れ
た
場
合
、

立
木
の
所
有
権
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ　

権
利
関
係
が
帰
属
す
る
土
地
と
同
一
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
国
庫
に
帰
属
さ
れ
る
。
土
地
と
立

木
の
所
有
権
が
異
な
る
場
合
、
担
保
権
又
は
使

用
及
び
利
益
を
目
的
と
す
る
権
利
が
設
定
さ
れ

て
い
る
土
地
と
判
断
さ
れ
申
請
で
き
な
い
。

Ｑ　

法
務
省
に
よ
れ
ば
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
土

地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
帰
属
の

承
認
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
複
数
の
人

で
所
有
し
て
い
る
共
有
地
、
例
え
ば
共
有
名
義

に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
山
林
組
合
は
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ａ　

山
林
組
合
な
ど
法
人
名
の
申
請
は
、
土
地
が

法
人
の
財
産
と
な
る
こ
と
か
ら
申
請
で
き
な
い
。

Ｑ　

組
合
が
所
有
す
る
山
林
は
放
置
せ
ず
、
国
や

府
の
事
業
を
活
用
し
、
本
市
の
森
林
整
備
を
更

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
府
の

事
業
と
市
の
森
林
整
備
施
策
と
の
関
連
は
。

Ａ　

本
市
で
は
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し
、

森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
実
施
計
画
の
精
査
を

実
施
。
地
元
か
ら
森
林
経
営
の
相
談
が
あ
っ
た

地
区
に
つ
い
て
、
林
業
事
業
体
に
よ
る
森
林
経

営
計
画
が
成
り
立
つ
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

直
接
林
業
事
業
体
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な

ど
、
森
林
経
営
管
理
を
進
め
て
い
く
。

創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し

相続土地国庫帰属制度の利活用は

民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

災害ボランティアセンターの総括は

Ｑ　

台
風
第
７
号

に
起
因
す
る
大
雨

に
よ
り
、
志
賀
郷
・

物
部
地
区
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
８
月

18
日
に
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
11
月
12
日
ま
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
復
旧
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
の
か
。
運
営
側

の
課
題
等
は
な
か
っ
た
か
。

Ａ　

運
営
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
市
内
10
団

体
で
構
成
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
延
べ
４
４
６
人
の
応
援

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
課
題

は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
中
心
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
心
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
育
成
し
て
い
く
か
を
今
後
、

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

行
わ
れ
班
に
な
っ
て
行
動
す
る
。
そ
の
際
に
、
班

長
を
決
め
現
場
で
指
示
し
て
い
く
た
め
、
班
長
は

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
た
め

に
も
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
る

こ
と
は
、
心
強
い
存
在
に
な
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
講
習
会
の
費
用
等
の
課
題
も
あ
り
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
お
い

て
、
人
材
育
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問

Ｑ　

脂
質
異
常
症

な
ど
の
健
康
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有

機
フ
ッ
素
化
合

物
）
が
天
野
川
・

犀
川
で
国
の
暫
定

指
針
値
（
50
ｎ
ｇ

／
ℓ
）
を
超
え
て
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

経
過
は
。

Ａ　

犀
川
・
小
貝
橋
で
令
和
３
年
に
69
、
令
和

４
年
に
３
５
０
、
今
年
３
月
に
42
、
７
月
に

１
０
０
ｎ
ｇ
／
ℓ
で
あ
っ
た
た
め
、
８
月
に
京

都
府
が
犀
川
上
流
部
で
追
加
調
査
を
実
施
し
、

発
生
源
と
推
定
さ
れ
る
事
業
場
が
特
定
さ
れ

た
。

Ｑ　

発
生
源
と
推
定
さ
れ
る
事
業
者
が
活
性
炭
に

よ
る
対
策
を
し
た
後
も
事
業
場
の
放
流
原
水
は

３
６
，
０
０
０
と
高
い
。
そ
の
後
の
対
応
は
。

Ａ　

京
都
府
が
国
立
環
境
研
究
所
へ
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
、
除
去
に
適
し
た
活
性
炭
の
種
類
と
量

に
よ
る
再
対
策
を
事
業
者
に
求
め
た
が
、
対
応

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
後
の
水
質
調
査
は

さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ　

京
都
府
に
回
数
を
増
や
し
て
水
質
調
査
を
行

う
よ
う
求
め
る
べ
き
。
市
と
し
て
、
現
状
把
握

の
た
め
に
農
業
用
井
戸
と
土
壌
の
調
査
、
及
び

希
望
者
へ
の
血
液
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

京
都
府
が
水
質
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
市

が
独
自
の
土
壌
や
農
作
物
の
調
査
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
血
液
検
査
の
結
果
の
み
で
健
康
影

響
を
把
握
、
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

みらいのあやべ　　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

ＰＦＡＳ検出、独自調査の実施を

Ｑ　

女
性
消
防
吏

員
の
活
躍
推
進
や

男
性
職
員
の
育
児

休
業
等
の
取
得
推

進
に
つ
い
て
の
現

状
は
。

Ａ　

育
児
休
業
か

ら
職
場
復
帰
す
る

女
性
消
防
職
員
の
支
援
策
と
し
て
、
研
修
の
実

施
や
職
域
拡
大
、
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
男
性
職
員
の
育
児

休
業
取
得
は
難
し
く
、
長
期
の
休
暇
が
業
務
や

職
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

Ｑ　

西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点
施
設
の
開
所
や
京

都
府
中
・
北
部
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
の

職
員
派
遣
、
は
し
ご
車
の
共
同
整
備
な
ど
、
消

防
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、

新
た
な
業
務
に
対
応
す
る
た
め
消
防
職
員
の
増

員
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ　

令
和
６
年
度
に
は
、
京
都
府
中
・
北
部
地
域

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
令
和
７
年
度

に
は
西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点
施
設
の
開
所
と

舞
鶴
市
と
の
は
し
ご
車
共
同
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
な
業
務
が
始

ま
る
見
通
し
で
あ
る
。
現
在
、
本
市
の
消
防
職

員
は
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
条
例
定
数
65

名
、
実
員
62
名
で
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
業
務
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
現
行
の
人
員
で
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
今
後
は
消
防
職
員
の
定
数
見
直
し
も

含
め
、
増
員
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず 消防職員の増員について問う

Ｑ　

本
市
で
は

２
０
１
８
年
の
全

国
学
力
調
査
に

お
い
て
、
全
国
で

ト
ッ
プ
水
準
に
達

し
て
い
た
が
本
年

の
状
況
は
。

Ａ　

小
学
校
の
国

語
、
算
数
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
が
、

中
学
校
で
は
国
語
、
数
学
、
英
語
と
も
に
全
国

平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

Ｑ　

国
際
理
解
教
育
を
進
め
る
中
で
特
に
英
語
が

平
均
点
を
大
き
く
下
回
っ
た
が
、
学
力
が
落
ち

た
要
因
は
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
子
ど
も
の
活
動
に
制
限
が

あ
っ
た
。
教
員
の
授
業
研
究
会
や
研
修
会
が
で

き
ず
、
家
庭
学
習
時
間
も
十
分
に
確
保
で
き
て

い
な
い
。

Ｑ　

前
足
立
教
育
長
は
教
育
委
員
会
を
先
頭
に
、

自
ら
学
校
と
の
連
携
を
深
め
学
力
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
た
。
今
回
の
結
果
を
受
け
対
応
は
。

Ａ　

非
常
に
大
き
な
危
機
感
と
大
き
な
課
題
意
識

を
持
っ
て
い
る
。
緊
急
校
園
長
会
議
を
開
催
し

現
状
の
認
識
と
６
つ
の
方
針
の
徹
底
を
図
っ

た
。

Ｑ　

特
に
中
学
校
で
学
力
が
落
ち
、
学
力
の
格
差

も
開
き
、
部
活
動
の
成
績
も
落
ち
込
ん
で
い
る

が
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

授
業
改
善
の
指
導
、
助
言
、
管
理
職
等
と
の

協
議
、
学
力
分
析
の
実
施
の
継
続
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
す
る
研
修
、「
あ
い
」
の
あ
る
学
習
の

基
本
の
徹
底
、
研
究
活
動
と
の
連
携
、
小
・
中

学
校
校
長
会
と
学
力
向
上
に
向
け
取
組
を
開

始
。

創政会　　高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる 学力調査の結果について問う
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一般質問

Ｑ　

本
市
か
ら
排

出
さ
れ
る
可
燃
ご

み
の
う
ち
、
紙
類

に
次
い
で
排
出
の

多
い
生
ご
み
の
削

減
の
た
め
、
生
ご

み
を
短
時
間
で
乾

燥
す
る
こ
と
の
で

き
る
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る
モ
ニ
タ
ー
を

実
施
さ
れ
た
が
、
生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ
ー
事

業
の
詳
細
と
検
証
結
果
及
び
現
状
は
。

Ａ　

モ
ニ
タ
ー
事
業
は
、
綾
部
市
環
境
市
民
会
議

の
ご
み
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
と
し
て
、

令
和
４
・
５
年
度
で
実
施
さ
れ
た
。
モ
ニ
タ
ー

は
各
年
度
10
世
帯
で
、
処
理
機
を
貸
し
出
し
、

日
常
利
用
で
投
入
し
た
生
ご
み
の
種
類
と
重

量
、
乾
燥
後
の
重
量
を
報
告
い
た
だ
い
た
。
報

告
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
結
果
、
平
均
で
72
・
81

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
に
な
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
の
う
ち
８
世
帯
が
処
理
機
を
買
い
取

り
、
引
き
続
き
利
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ
ー
事
業
の
検
証
結
果

も
良
好
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
市
民
に
広

く
周
知
し
普
及
す
る
こ
と
で
可
燃
ご
み
の
削
減

に
な
る
と
考
え
る
が
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
の

助
成
金
の
考
え
は
。

Ａ　

生
ご
み
処
理
機
の
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
、

環
境
市
民
会
議
か
ら
提
言
を
受
け
る
予
定
。
モ

ニ
タ
ー
事
業
で
効
果
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
家

庭
系
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
家
庭
で

で
き
る
取
組
の
一
助
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
機

購
入
助
成
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ

百
ゆ

合
り

生ごみ処理機購入の助成金を

Ｑ　

令
和
５
年
10

月
と
11
月
に
国
と

京
都
府
が
行
っ
た

原
子
力
防
災
訓
練

に
つ
い
て
、
本
市

職
員
が
従
事
し
た

訓
練
内
容
は
。
ま

た
、
職
員
の
放
射

線
防
護
対
策
の
具
体
的
内
容
や
事
前
・
事
後
を

含
む
教
育
や
研
修
は
。

Ａ　

防
災
行
政
無
線
及
び
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
車
両
広
報
等
で
の
情
報
伝
達

訓
練
、
住
民
避
難
を
誘
導
す
る
バ
ス
の
添
乗
業

務
、
市
保
健
師
に
よ
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急

配
布
の
訓
練
へ
の
従
事
や
事
前
の
説
明
会
の
開

催
、
事
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
か
ら
毎
年
国
・
府
の
原
子
力
防

災
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

Ｑ　

避
難
す
る
住
民
や
車
両
を
対
象
に
し
た
除
染

訓
練
（
避
難
退
域
時
検
査
訓
練
）
を
見
て
、
今

後
、
除
染
作
業
の
資
機
材
や
要
員
の
防
護
服
な

ど
放
射
線
防
護
の
後
退
を
懸
念
す
る
。
令
和
３

年
度
、
国
は
不
織
布
防
護
服
や
除
染
資
機
材
を

交
付
金
対
象
か
ら
外
し
た
。
市
の
考
え
は
。

Ａ　

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
変
更
さ
れ
た
。
例
え
ば

バ
ス
の
除
染
は
、
研
究
結
果
に
基
づ
き
、
従
前

の
流
水
除
染
か
ら
拭
き
取
り
除
染
が
基
本
と

な
っ
た
。
防
護
服
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
は

検
査
・
除
染
担
当
者
は
原
則
防
護
服
を
着
用
と

し
て
い
た
が
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
正
で
着
用

し
な
く
て
よ
い
と
な
っ
た
。
京
都
府
は
、
国
の

基
準
よ
り
厳
重
な
装
備
で
対
応
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

日本共産党　 塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

原子力災害時の放射線防護を問う

Ｑ　

国
の
地
球

温

暖

化

対

策

２
０
５
０
年
温
室

効
果
ガ
ス
実
質

ゼ
ロ
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
に

よ
り
焼
却
中
心
か
ら
ご
み
の
減
量
、
資
源
化

優
先
へ
と
大
き
な
転
機
に
き
て
い
る
。
市
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
供
用
開
始
か
ら
20
年
が
経

過
し
て
お
り
、
将
来
の
ご
み
処
理
方
法
も
含
め

た
考
え
方
は
。

Ａ　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
設
備
の
経
年
劣
化
が
顕
著
に
な

り
、
今
年
５
月
ご
ろ
か
ら
故
障
が
相
次
い
だ
。

第
２
最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
期
間
は
令
和
14

年
度
末
ま
で
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
ま

で
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
も
修
繕
し
な
が
ら
継
続
し
て

使
用
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
発
電
効
率
が
よ
い
と
い
う
理
由

で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
加
熱
し
固
め
、
そ
れ
を

ま
た
燃
や
す
と
い
う
点
で
地
球
温
暖
化
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
国
際
的
に
は
焼
却
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
発
電
は
リ
サ
イ
ク
ル
と
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
現
在
国
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る

が
ご
み
の
分
別
資
源
化
が
進
め
ば
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を

作
る
た
め
の
ご
み
は
大
幅
に
減
少
す
る
が
ど
う

か
。

Ａ　

令
和
14
年
以
後
の
中
間
処
理
と
最
終
処
分
の

方
法
に
つ
い
て
、
施
設
の
建
設
、
ご
み
処
理
の

広
域
化
、
ご
み
処
理
の
委
託
な
ど
、
廃
棄
物
処

理
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
、
研
究
・
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

日本共産党　　井
い

　田
だ

　佳
か

代
よ

子
こ 施設の老朽化とごみ処理計画は



一般質問

Ｑ　

今
回
の
災
害

で
は
、
幸
い
に
も

人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、

谷
か
ら
の
土
石
流

や
流
木
が
農
地
、

河
川
、
道
路
及
び

住
宅
等
へ
流
れ
込

み
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
災
害
現
場
に

は
治
山
ダ
ム
が
幾
つ
か
必
要
で
は
。

Ａ　

大
規
模
な
被
害
の
あ
っ
た
篠
田
町
、
坊
口

町
、
内
久
井
町
に
、
治
山
ダ
ム
の
設
置
を
京
都

府
に
要
望
。
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
京
都
府

が
事
業
主
体
と
し
て
順
次
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
完
成
に
は
複
数
年
か
か
る
見

込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

志
賀
郷
・
物
部
の
犀
川
越
水
現
場
は
、
堤
防

の
両
側
に
大
型
土
の
う
を
積
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
景
観
も
悪
く
、
い

つ
ま
で
も
災
害
の
悪
夢
を
思
い
出
し
た
り
、
地

域
の
住
民
の
方
に
と
っ
て
精
神
的
に
つ
ら
い
状

況
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い

本
工
事
の
着
工
を
。
ま
た
、
藤
谷
川
の
内
水
対

策
の
計
画
は
。

Ａ　

犀
川
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実
施
さ

れ
て
い
る
現
況
疎
通
能
力
調
査
を
踏
ま
え
て
検

討
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
綾
部
市
や
地
元

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
上
で
、
早
期
に
対
応

案
の
策
定
を
行
い
た
い
と
京
都
府
か
ら
聞
い
て

い
る
。
藤
谷
川
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
犀
川
と

の
関
連
が
大
き
い
た
め
、
犀
川
の
対
応
策
立
案

後
に
、
市
と
し
て
も
対
応
策
の
検
討
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お 台風第７号の災害復旧について問う

会派会派のの抱負抱負

10

酪友会酪友会 若
者
・
高
齢
者
と
も

　
　
　
　
明
る
く
元
気
に
‼

河
北
ひ
さ
子

河
北
ひ
さ
子

民政会民政会 綾
部
の
未
来
を

　  

明
る
く
照
ら
す
民
政
会

酒
井
裕
史

酒
井
裕
史

安
藤
和
明

安
藤
和
明

片
岡
英
晃

片
岡
英
晃

本
田
文
夫

本
田
文
夫

藤
岡
康
治

藤
岡
康
治

種
清
喜
之

種
清
喜
之

日本共産党日本共産党 平
和
を
守
り
、

　
　
　  

命
暮
ら
し
第
一
に

塚
﨑
泰
史

塚
﨑
泰
史

井
田
佳
代
子

井
田
佳
代
子

吉
崎
篤
子

吉
崎
篤
子

公明党公明党 こ
ど
も
を
真
ん
中
に
、

全
て
の
世
代
が
輝
く
社
会
を

渡
辺
小
百
合

渡
辺
小
百
合

みらいのあやべみらいのあやべ 語
っ
た
夢
が
実
現
に
向
か
う

　
　
　
　
　  

未
来
の
綾
部
に

中
島
祐
子

中
島
祐
子

創政会創政会 未
来
へ
の
決
断
‼

　
　  

市
民
と
歩
む
創
政
会

柳
原
秀
一

柳
原
秀
一

渡
辺
弘
造

渡
辺
弘
造

松
本
幸
子

松
本
幸
子

高
橋　

輝

高
橋　

輝

梅
原
哲
史

梅
原
哲
史

後
藤　

光

後
藤　

光
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●イスラエル・ハマス間の武力衝突の即時人道的停戦への
外交努力を日本政府に求める意見書

イスラム組織ハマスによるイスラエルへの大規模な軍事行動に端を発したハマスとイスラ
エル軍の戦闘において、子どもを含む多くの人々が犠牲になっている。
特にパレスチナ暫定自治区ガザ地区においては、人の移動や物資の供給が大きく制限

される中、食料や電力、医療品等の不足が深刻な状況にある。また、大半の病院で機能
が損なわれ、負傷者のみならず、病人や新生児、幼い子どもまでもが尊い命を落としてしま
う状況にある。
綾部市は新たな国際秩序の構築を謳った世界連邦都市宣言を日本で初めて行い、世
界恒久平和の確立を市是とする平和のまちであり、尊い人命が脅かされる凄惨な状況に
大変憂慮している。
ガザ地区での戦闘激化を受け、すでに日本政府は物資などの支援を行うとともに、議長
国を務めるＧ７外相会議において戦闘の人道的休止や人道回廊を求める共同声明を取り
まとめるなど、平和解決の道筋をつける取組を進めているが、事態の早期鎮静化は未だ
見通すことができていないのが現状である。
このような中、１２月１２日に行われた国連総会の緊急特別会合は、ガザの破局的事態を
回避するため即時の人道的停戦を要求する決議を、日本政府を含む圧倒的多数の賛成
で採択した。
以上のことから、本市議会は日本政府に対し、即時の人道的停戦及び公正で永続的

かつ安全な平和解決を、これまで以上に国際社会や国際機関に強く働きかけ、国際社会
の架け橋となり、さらなる外交努力を尽くすことを強く求める。

令和６年３月定例会の日程予定
３月定例会は、２月26日から３月22日までの26日間の会期で予定しています。

２月26日（月）　本会議（議案上程、一部採決）

３月 ４日（月）　請願受理締切り（正午）

　　 ５日（火）　一般(代表)質問

　　 ６日（水）　一般質問

　　 ７日（木）　一般質問

８日（金）　総務教育建設委員会

 11日（月）　産業厚生環境委員会

 12日（火）　予算決算委員会（総括質疑）

 13日（水）～19日（火）予算決算委員会（予算審査）

 22日（金）　本会議（採決）

可決した意見書
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　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、佳き初春をお迎えになられたことと存じます。
　昨年は、本市も、台風第7号により甚大な被害に遭い、市民の皆様にとって辛い年となりましたが、多くのボランティ
アの皆様のご協力により復旧へと進んでおります。

　そんな中にあって11月には、構想から8年をかけた市民待望の図書館・地域交流センター・子育て交流センターの3つの機能を併せ持つ
複合施設「あやテラス」がオープンしました。今年も綾部市にとって、未来を明るく照らす成長の一年になりますことを願っています。
　さて、広報広聴委員会では、昨年からの議会活性化の一環として、市民と議会のつどいを新たな手法で取り組みました。今年も皆様に関心
を持っていただけるように努めてまいります。
　結びに、本年が素晴らしい年となりますようご祈念申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　〇中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚㟢泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


